
             令和７年度 授業改善推進プラン      ＜教科名 国語科 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

・小学校低学年の漢字が身に付い

ていない生徒が２～３割いる。全

体的に、漢字を用いず、平仮名で書

く習慣が付いている。 

・文章を書く経験や語彙力の不足

から、自分の考えを文章で説明す

る力、助詞の使い方に課題がある。 

・平易な言葉に置き換え、時間をか

けて説明する必要がある。 

・小学校第１学年の漢字から復習

を兼ねた漢字テストを毎時行って

いるが、１割の生徒が満点をとれ

ない。 

・語彙力・漢字力の不足から自分の

考えや思いを適切な言葉で表すこ

と、ことに書くことには未だ課題

がある。 

・意見交換や発表に慣れ、話し合い

の手順に沿って進めることができ

る。 

・毎時間の漢字小テストにより、学

習の定着が見られた生徒が増えて

きている。しかし、定期考査などの

漢字テストでは、正答率が伸び悩

んでいる。全国学力調査の結果か

らも、苦手としていることがわか

る。語彙力不足から、自身の考えを

言葉で表現する際にもうまく表現

できない生徒がいる。 

・書くことや発表に苦手意識を持

つ生徒はいるが、授業に意欲的に

取り組み、理解しようと努力する

姿は見られる。 

・人前での発表には抵抗があるが、

小グループの音読では全員が意欲

的に取り組むことができた。段階

を踏んで対面やクラス全体への発

表に抵抗がなくなるよう運びた

い。 

・漢字テストは予告した１０問を

そのまま出題する小テストを実施

しているが、７点未満の生徒が３

割以上いる。 

・書くことは苦手ではあるが粘り

強く取り組もうとする生徒が増え

ている。押さえるポイントを確認

して個別で思考を深め、その後意

見交換し考えを再構築している。 

・詩の群読やプレゼンテーション

を繰り返すことで、発表に対する

抵抗が減り、どうすれば思いが伝

わるのかを工夫できる生徒も増え

ている。 

・古典への抵抗を少なくするため

に百人一首の暗記を取り入れ、生

活の中からも古典に触れる機会を

増やしている。 

・自らの考えを表現しようと努力

する姿が見られ、その考えを他者

と共有し、さらに深めようとして

いる。教え合いや、自由に話す時間

を増やすことで、協働的な学び合

いができている。 

・俳句の創作や、小論文の内容を社

会問題に設定するなど、生徒の生

活にかかわるよう工夫している。 

・２００字作文を１０分以内に完

成する生徒が増えてきた一方、語

彙を調べるためにインターネット

を活用する生徒が一定数いる。 

全ての項目で８割以上が肯定的な

回答となっている。一方、考える時

間、意見交換の機会について不足

していると感じていることがわか

る。基本的な読解力・思考力を身に

付けたうえで拡充を図りたい。 

・すべての項目で８割以上が肯定

的な回答となっている。意見交換

の機会を増やしたことで、生徒が

自分の考えに自信をもつことにつ

ながったと考えられる。読解力や

思考力を伸ばし、自分の考えを適

切に述べられる力を付けたい。 

・ほとんどの項目で８割以上が肯

定的な回答となっている。その一

方で、考える時間が不足している

ことや、復習したいと思えるよう

な授業ができていないことがわか

った。適切な思考時間と、振り返り

たくなるような授業を考えてい

き、自身の考えを適切に表現でき

る力を付けたい。 

【授業改善の手だて】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

・要約に取り組む中で基本的な読

解力を身に付ける。 

・主体的・対話的で深い学びに繋が

る話し合い活動の仕方を身に付け

させる。また、話し合いの中から自

身の考えを再構築する力を身に付

けさせる。 

・問いに対する答え方や文章の書

き方など、「型」を身に付けさせる。 

・要約を繰り返して基本的な読み

取る力をつける。 

・主体的・対話的で深い学びに繋が

る話し合い活動の仕方を身に付け

させる。また、話し合いの中から自

身の考えを再構築する力を身に付

けさせる。 

・問いに対する答え方や文章の書

き方など、「型」を定着させる。 

・要約を繰り返し、応用的な読み取

る力もつける。 

・主体的・対話的で深い学びに繋が

る話し合い活動の仕方を身に付け

させる。また、話し合いの中から自

身の考えを再構築する力を身に付

けさせる。 

・問いに対する答え方や文章の書

き方など、「型」を定着させ、応用

的な場面でも実行できるようにす

る。 

・各時間のテーマを明確に示すと

ともに、課題についての自分の考

えを確認し、他者と共有させる。 

・各単元の身に付けるべき力（型）

を明確・簡潔な言葉で提示する。 

・主体的かつ見通しをもった取り

組みにつながる課題設定を行う。 

・「単元の目標」、「今日のめあて」

を明確に提示し、課題に対しどの

ように取り組めたか、どんな力が

身についたかを他者と共有、ひか

く生徒自身に考えさせる。 

・主体的に学ばせるために見通し

をもった課題設定や発問を行う。 

・各授業のめあてを提示し、そのめ

あてについて、他者と共有し、力が

付いたかどうか考えさせる。 

・主体的に学ばせるために見通し

をもった課題設定や導入、発問を

行う。 

 


